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＜連絡事項＞

・書初め大会の企画書の決裁がおりました。

　　日時：平成２３年１月５日(水)　

　　　　　Ｂグループ　9:30～10:30　　Ａグループ　14:00～15:00

　職員の書初めも毎年同様に行いますので、当日参加できないスタッフは期限までに事前に下記の場所で実施して下さい。

　　職員書初め：１２月２４日(金)～１２月３１日(金)　病院２階コメディカル室前

・接遇向上・苦情対策委員会より～

　　今月の身だしなみ目標は、「清潔感のあるシューズを正しく履きましょう」です。
各自自分の足元を確認し、汚れている物や、破れているシューズは交換し、新年を気持ちよく迎えましょう。シューズは、「白」を基調として下さい。
・八戸看護専門学校について～

　　件名について本日各病棟へパンフレットならびにポスターを配布しました。

パンフレットならびにH23年度学生募集要項は佐藤ＡＯＭのところにありますので、興味・関心のある方は、佐藤ＡＯＭへ確認をして下さい。

・以前にも同様の指摘・注意を受けていますが、昨日の外来診察時間中に外来診察室へ内線電話にて連絡を入れた部署があるようです。医師サイドとしては、診察時間中の電話連絡は診察に支障が生じるということですので、必要時の連絡は、医事室に連絡を入れ、外来看護スタッフへ伝えてもらうように徹底周知をして下さい。

＜患者様連絡事項＞

工藤　瑞穂様～本日、15:00外泊から帰院予定となっています。

　　　　　　　初外泊のため、外泊中の様子を聞いて精神状態の観察をして下さい。また、危険物の持ち込みに注意しボディーチェックを確実に行って下さい。

本田　英之様～昨日、外出から帰院後、東病棟へ転出となっています。

田名部　浩平様～本日14:00東Ｂユニットから西Ｂユニット26号室へ転入予定となっています。

＜注目患者様評価・検討＞

横山　耕生様～胃部不快の訴えあり、昨日臨時薬が処方となっています。本日、プログラムの際に体調不良を訴え途中退席されています。また、表情の変化が激しく空笑や表情の硬さ等見られ、食事以外の時間に漬物や納豆を頻回に要求する事あります。現在、粗暴性は見られていません。食事摂取量や衝動行為に注意し観察継続してください。

佐々木　尚子様～昨日、本田英之様の転出に伴いＢユニットへ部屋移動しています。「個室のままがいい」「すぐに部屋を戻すのはいじめだ」等話され、拒否あるため主治医面談実施し本人の了承を得て部屋移動行っています。移動時、奇声をあげる・物音をたてる等され、以後、拒薬・対応のそっけなさみられています。

　　　　　　　　本日、母様が来院され「電話が多く掛かってきて罵倒を浴びせられるから具合が悪くなってきた」と話され面会せずに帰られています。

　　　　　　　　今後も継続して、距離を保ちスタッフ自身が振り回されないよう毅然とした対応をして下さい。

片石　信悦様～昨日、入浴の際に階段で転倒されています。外傷・腫脹はありません。本日、主治医へ報告し様子観察の指示出ています。今後、歩行状態の観察や転倒に注意し観察行って下さい。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

藤井　崇史様～本人より「自己服薬管理がしたい」との訴え聞かれています。主治医より、開始するにはまだ早く、退院予定の目途が立ってからにするよう説明受けています。

八森　正様～日中の居眠りが多いと主治医より指摘あり、夜間の睡眠が不安定である事を情報提供しています。主治医より、日中の活動状況・夜間の睡眠状態の観察をするよう指示出ています。

中居　松男様～本人より「アパートの様子が気になるから見に行きたい」との訴え聞かれています。主治医より、ＳＷへ相談しアパートを見に行くよう指示出ています。本日中に山田ＳＷへ連絡する予定となっています。

豊巻　薫様～本人より「寝る前のネルボンが自分には強い」との訴え聞かれています。次週の定期薬より、減薬予定となっています。

　　　　　　　ネルボン(催眠鎮静剤)(５)→(2.5)へ減薬予定

　

＜ＳＳＴ担当より＞

　今月より、長期目標見直し後の新メンバーでの実施となります。各自、事前に確認しスムーズに実施出来るようにして下さい。

＜星Ｎｓ担当患者様　ＮＣＰ評価検討＞

星Ｎｓ担当患者様の看護計画の見直しを行っています。

・全体的に問題点が曖昧で適切では無い

→内容を具体化し問題点を修正・見直し。

・観察ポイントの優先順位がなされていない

　→問題点に応じた観察ポイントの優先順位の検討。

・多飲水が問題点となっている場合…

　→電解質の検査データや飲水量・飲水回数が優先となるよう見直し。

・Ｅ－Ｐの記入がされていない

　→Ｏ－Ｐ・Ｔ－Ｐ・Ｅ－Ｐ全てのプランを立案。

・９月以降プランの評価がされていない

→毎月、確実に評価を行いその都度見直しをするように。

※以上の点が意見として挙がっていますので、星Ｎｓ・根城Cwは再度見直し・修正を早急に行って下さい。

